





































































































































































































年/月 活動プログラムの内容 利用者＋スタッフ他＝合計参加者数（名） 備　　　　考
H28/4「オレンジカフェオープン」カフェタイム 12+28＝ 40 サービス提供方法の検討。次回から活動方法を検討する
5 ハーモニカ演奏（スタッフ）で「ふるさと」を合唱し故郷の回想 18+17＝ 35
ボランティアスタッフ（以下、ボラスタ）へ認知
症カフェの目的再確認と回想法の説明
6 バルーンアート（講師：特養職員） 5+12＝ 17 会費の集め方検討。認知症のパンフ依頼




8 参加者とハンドベル演奏（スタッフ） 6+11＝ 17 次回から利用者が認知症の冊子やパンフを自由に持ち帰れるよう入り口に用意する
9 リハビリ棒での体操（スタッフ） 12+16＝ 28 全員がリハビリ棒をつくった。君津市周南公民館職員1名、民生委員 2名、ボランテイア 1名見学


























11 「薬について」ミニ講座（講師：薬剤師） 8+8＝ 16 処方された薬の質問が多くでる。来月は年末のため第３週に繰り上げて実施
12 キーホルダー事業の説明・ハンドベル演奏（スタッフ） 11+9＝ 20
利用者の席が固定化してきたので対応を検討。利
用者が孤立しないよう声かけをする
29/1 スターかるた（スタッフ全員）・ハーモニカとギター演奏で懐メロ合唱（NPO法人ナルク） 11+8＝ 19
ショートステイより 2名参加。来月木更津市実施
予定の徘徊声かけ訓練に参加の呼びかけ
2 認知症予防体操（講師：理学療法士）ハーモニカ演奏（スタッフ）による合唱 17+15＝ 32
利用者に認知症の資料説明。若年性アルツハイマー
の新規利用者1名参加
3 輪投げ（スタッフ全員）・かみちぎり（スタッフ） 20+11＝ 31 家族より輪投げが上手な認知症の方がいた。次回の1周年記念の取り組み検討
4 1周年記念として三線の演奏（ケアマネージャー）・ストレッチ体操（スタッフ） 14+13＝ 27
1人での行動が難しい利用者が1名参加し支援の検
討。カッププリン提供
5 リハビリ棒で転倒予防・認知症予防体操（講師：理学療法士） 14+11＝ 25
君津市地域包括 (セ )、木更津市中央公民館職員 1
名見学。今年度の活動プログラム検討
6 「口腔ケア」ミニ講座（講師：訪問歯科医師） 22+10＝ 32 歯医者さんの治療を受けた時、聴けなかった質問が多く出る。新規利用者6名参加
7 ウクレレ＆キーボードの演奏で合唱（大久保団地のボランティア・バンド） 16+17＝ 33
演奏に合わせて踊りだし盛り上がる。薬剤師 1名
見学。新規利用者 2名参加
















11 大正琴の演奏で懐メロの合唱（大正琴サークル） 18+15＝ 33
利用者は、演奏者の話に加わっていた。座って脱
ぎ履きできるスペースを2カ所設けた




30/1 「成年後見制度」ミニ講座（講師：市民後見人）ハーモニカ演奏（スタッフ）で童謡合唱 10+18＝ 28
質問が相次ぐ。活動資金 5万円の使途検討の結果、
立て看板・デジカメ・コピー用紙に決定







































































































































































































































































































4.	「木更津市介護予防・日常生活圏ニーズ調査」（2017 年 3 月）




	 （2018 年 3 月 15 日取得）
8.	朝日新聞朝刊（2018 年 4 月 15 日）「認知症サポーター 1千万人」
